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十
九
会
幹
事
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
ま
で

永
い
間
本
当
に
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
な
お
当
分
の
間
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
は
開
設
の
ま
ま
と
致
し
ま

す。速
報
　
来
る
五
月
十
二
日
雲
仙
に
て
親

睦
会
、
翌
十
三
日
十
六
名
に
て
親
睦
ゴ

ル
フ
会
を
開
催
し
ま
す
。
ゴ
ル
フ
さ
れ

な
い
方
も
十
二
日
親
睦
会
参
加
し
て
下

さ
い
。
現
在
二
名
参
加
予
定
で
す
。

今
後
も
そ
れ
ぞ
れ
の
道
で
健
康
に
気

を
つ
け
頑
張
っ
て
下
さ
い
。
又
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。

第
二
十
回
生
　
　
　
　
　
弓
削
　
泰
司

私
た
ち
二
十
回
生
は
、
平
成
三
十
年

三
月
で
ち
ょ
う
ど
卒
業
五
十
周
年
で
し

た
。
ま
た
、
回
生
の
多
く
が
当
年
か
翌

年
に
「
古
希
」
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

こ
の
感
慨
深
い
年
に
、
田
心
い
出
を
刻
み

な
が
ら
今
後
の
糧
と
す
る
た
め
、
同
年

九
月
三
十
日
に
、
盛
大
に
学
年
同
窓
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
会
場
は
、
節
目
の

年
に
ふ
さ
わ
し
く
、
あ
の
　
「
花
月
」
　
で

した。二
月
か
ら
、
回
生
の
個
人
宅
、
事
務

所
、
お
寺
で
何
度
も
幹
事
役
の
会
合
を

重
ね
て
準
備
し
、
海
外
も
含
め
一
一
〇

名
の
参
加
申
し
込
み
を
得
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
開
催
日
が
迫
っ
て
く
る
と
、

計
画
の
甘
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
事
態

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
折
悪
く
、

台
風
二
四
号
が
九
州
に
接
近
し
て
来
た

わ
け
で
す
。
台
風
の
進
路
に
〓
善
一
憂

し
た
あ
げ
く
、
幸
い
直
撃
は
免
れ
ま
し

た
が
、
影
響
は
大
な
る
も
の
が
あ
り
ま

した。結
局
、
交
通
網
の
混
乱
等
で
十
一
▲
名

の
欠
席
者
が
出
て
、
当
日
　
「
花
月
」
　
に

は
九
八
名
の
回
生
が
集
ま
り
ま
し
た
。

お
し
ゃ
べ
り
中
心
の
会
で
し
た
が
、
多

感
な
高
校
時
代
を
一
緒
に
過
ご
し
た
者

同
士
、
旧
交
を
温
め
て
い
た
だ
き
、
締

め
の
万
歳
三
唱
も
な
か
な
か
で
き
な
い

ほ
ど
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
二
次
会

に
も
約
五
十
名
の
方
々
が
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
さ
ら
に
は
ゴ
ル
フ
会
な
ど
グ

ル
ー
プ
で
の
会
合
も
多
く
行
わ
れ
た
と

聞
い
て
お
り
ま
す
。

幹
事
役
代
表
と
し
て
は
、
「
開
催
し

て
良
か
っ
た
…
」
　
と
の
安
堵
の
気
持
ち

を
抱
く
一
方
で
、
参
加
予
定
の
回
生
に

多
大
な
心
配
や
負
担
を
か
け
、
ま
た
幹

事
役
の
皆
さ
ん
に
は
苦
労
を
か
け
た
こ

と
は
、
大
い
に
反
省
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

第
二
一
回
生
　
　
　
　
　
北
御
門
哲
文

今
回
は
報
告
す
る
行
事
等
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

第
二
二
回
生
　
　
　
　
　
樋
口
　
省
二

今
回
は
報
告
す
る
行
事
等
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

第
二
三
回
生
　
　
　
　
　
西
原
　
治
樹

今
回
は
報
告
す
る
行
事
等
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

第
二
四
回
生
　
　
　
　
　
山
之
内
宏
一

平
成
三
十
年
一
月
二
十
、
二
一
日
に

第
六
回
二
四
回
生
修
学
旅
行
を
行
い
ま

し
た
。
参
加
者
は
二
三
名
で
鹿
児
島
に

行
き
ま
し
た
。
西
郷
ど
ん
と
写
真
を
撮

り
、
指
宿
で
は
砂
蒸
し
風
呂
と
温
泉
で

楽
し
み
ま
し
た
。
九
月
二
二
日
に
二
四

回
生
定
例
同
窓
会
を
ホ
テ
ル
セ
ン
ト
ヒ

ル
長
崎
で
開
催
。
恩
師
山
西
賓
先
生
と

久
間
圭
祐
先
生
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、

み
ん
な
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。
平
成
三
一
年
二
月
二
六
、
二
七
日

に
第
七
回
二
四
回
生
修
学
旅
行
で
湯
布

院
に
行
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
二
九
名
。

久
し
ぶ
り
の
仲
間
の
参
加
も
あ
り
旧
交

を
夜
遅
く
ま
で
深
め
ま
し
た
。
そ
の
せ

い
か
、
皆
さ
ん
次
の
目
は
少
し
お
疲
れ

だ
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
れ
ら
行
事
の
詳

細
は
二
四
回
生
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載

せ
て
あ
り
ま
す
の
で
、
是
非
、
遊
び
に

来
て
く
だ
さ
い
。

第
二
十
五
回
生
　
　
　
　
野
口
己
善
夫

令
和
元
年
私
ど
も
二
五
回
生
は
卒
業

し
て
四
七
年
、
「
前
期
高
齢
者
」
　
年
金

受
給
者
の
仲
間
入
り
で
す
。
昨
年
の

十
一
月
三
日
、
母
校
の
七
十
周
年
記
念

行
事
の
前
日
、
同
窓
会
大
好
き
人
間

が
、
夜
な
夜
な
約
三
十
名
ほ
ど
の
仲
間

が
、
全
国
よ
り
思
案
橋
の
某
居
酒
屋
に

集
ま
り
、
酒
を
飲
み
交
わ
し
旧
交
を
温


